
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先　

つ
や
ま
新
産
業
創
出
機
構
薊 
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平
成
２
年
か
ら
津
山
地
域
の
産

業
界
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た

め
「
つ
や
ま
産
業
塾
」
を
開
講
し

て
い
ま
す
。
20
年
間
の
活
動
の
中

で
、
地
域
の
産
業
界
で
中
心
的
な

役
割
を
担
う
人
材
を
数
多
く
輩
出

し
て
い
ま
す
。

★
塾
の
目
的

　

新
し
い
時
代
に
適
応
し
た
技
術

革
新
の
導
入
や
経
営
戦
略
に
対
応

で
き
る
人
材
、
新
し
い
時
代
を
担

う
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
ま
す
。

★
基
本
認
識

　
「
学
び
」
は
「
真
似
び
」
と
考
え
、

ま
ず
は
先
輩
に
学
び
、
そ
し
て
自

ら
考
え
、
自
ら
行
う
人
づ
く
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

★
塾
生

　

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
に
勤
務

す
る
人
で
、
産
業
に
携
わ
る
人
を

公
募
。
受
講
料
は
年
額
１
万
円
。

★
塾
の
活
動

　

講
師
を
招
い
て
の
講
義
や
塾
生

同
士
の
討
論
会
、
先
進
地
視
察
を

行
う
ほ
か
、
産
業
界
で
活
躍
す
る

人
か
ら
話
を
聞
く
経
営
能
力
開
発

講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
が
気
軽
に
参
加
で

き
る
公
開
講
座
も
実
施
し
て
い
ま

す
。

★
塾
生
や
卒
業
生
の
声

　
「
講
師
の
経
験
に
基
づ
く
講
義
や

講
座
は
聞
い
て
い
て
迫
力
が
あ

っ
た
」

　
「
異
業
種
の
人
と
交
流
が
で
き
て

商
売
の
幅
が
広
が
っ
た
」

　
「
従
業
員
あ
っ
て
の
会
社
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し
た
」

　
「
会
社
経
営
は
も
う
け
だ
け
に
走

っ
て
は
失
敗
す
る
と
感
じ
た
」

　
「
会
社
は
社
会
の
預
か
り
も
の
だ

と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
」

　
「
社
会
貢
献
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
初
め
て
会
社
と
し
て
の
存
在

価
値
が
あ
る
と
感
じ
た
」   

な
ど

　

塾
生
は
自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

は
も
と
よ
り
、
新
し
い
事
業
の
発

見
や
企
業
の
果
た
す
べ
き
役
割
な

ど
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

今
期
も
16
人
の
塾
生
が
９
月
の

修
了
式
ま
で
元
気
な
経
営
者
の
話

し
を
聞
い
た
り
、
元
気
な
会
社
を

見
学
し
た
り
し
て
、
お
互
い
を
切

磋
琢
磨
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　具が入ることで彩りも味もよく
なります。お子さんと一緒に作っ
てみてはいかがでしょう。

１人当たり栄養価
エネルギー539kcal、たんぱく質
15.5g、脂質17.9g、塩分2.7g

手作り料理を楽しみましょう手作り料理を楽しみましょう

【材料（４人分）】
　米…２合、合わせ酢（酢…50cc、砂糖…大さ
　じ２、塩…小さじ1/2）、すし揚げ…10枚、煮汁Ａ（出し汁…300
cc、砂糖…大さじ４、しょうゆ…大さじ３、みりん…大さじ１）、
ニンジン…1/4本、ゴボウ…1/5本、干しシイタケ…３枚、煮汁Ｂ

　（出し汁…適宜、砂糖…小さじ１、薄口しょうゆ…小さじ１）、炒り
　ゴマ…大さじ1/2
【作り方】
　❶米を洗い、すし飯の水加減にして炊く　❷合わせ酢は温めて調味
料を溶かし、炊き上がったごはんに加えて混ぜる（すし飯）　❸す
し揚げは２つに切り、袋に開く。熱湯で油抜きした後、煮汁Ａに入
れ、落しぶたをしてじっくり煮含め、煮汁ごと冷ます　❹干しシイ
タケは水につけて戻し、石突を取り除き、荒みじんに切る。ニンジ
ンは荒みじんに切り、ゴボウは小さいささがきにし、水につけてあ
くを抜く　❺煮汁Ｂ（シイタケの戻し汁も加える）で④を煮る（具）

　❻すし飯に具、炒りゴマを混ぜ20等分にし、軽く握ってまとめる　
❼煮たすし揚げを軽く絞って⑥を詰める

いなりずし

－何のために学ぶのか－

家族のこと、友だちのこと、
青少年の悩みごと、ご相談ください

　

借
金
の
返
済
に
追
わ
れ
て
困
っ
て
い
る
時
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
現
金
化
す
る
」
と
い
う
広
告
を
見
つ
け
ま
し
た
。
問
い
合
わ
せ
た

ら
「
10
万
円
の
宝
石
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
購
入
す
れ
ば
、
６
万

円
を
あ
な
た
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
」
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

宝
石
と
現
金
６
万
円
が
手
に
入
る
と
思
い
、
契
約
を
し
て
宝
石
と
現

金
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
調
べ
る
と
宝
石
は
廉
価
品
で
相

応
の
価
値
は
無
い
物
で
し
た
。
カ
ー
ド
会
社
か
ら
購
入
代
金
の
請
求

書
が
届
き
ま
し
た
が
、
現
金
は
す
で
に
使
っ
て
し
ま
い
、
購
入
代
金

を
支
払
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
？

　

換
金
目
的
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
使
用
す
る
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
現
金
化
」
は
カ
ー
ド
会
社
の
利
用
規
約
な
ど
で
禁
止
し
て
い
る
不
正

な
使
用
方
法
で
す
。
こ
れ
を
行
っ
た
場
合
、
カ
ー
ド
の
失
効
な
ど
の
ほ

か
、
使
用
者
自
身
が
詐
欺
罪
な
ど
に
問
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
ケ
ー
ス
は
、
カ
ー
ド
使
用
者
に
不
当
に
高
額
な
商
品
を
購
入

さ
せ
て
、
カ
ー
ド
会
社
か
ら
不
当
な
代
金
を
詐
取
す
る
な
ど
非
常
に
悪

質
な
業
者
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

利
用
者
は
一
時
的
に
現
金
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
高
額

な
支
払
い
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、

大
変
大
き
な
代
償
を
負
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
借

金
の
整
理
を
し
よ
う
と
し
て
利
用
す
る
人
も
い

ま
す
が
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
現
金
化
」
は
絶

対
に
行
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

多
重
債
務
を
解
決
す
る
に
は
、
信
頼
で
き
る

機
関
に
相
談
す
る
こ
と
が
非
常
に
大
切
で
す
。

市
民
相
談
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

﹁
ク
レ
ジ
�
ト
カ
�
ド
現
金
化
﹂
の

ト
ラ
ブ
ル
に
ご
用
心

﹁
ク
レ
ジ
�
ト
カ
�
ド
現
金
化
﹂
の

ト
ラ
ブ
ル
に
ご
用
心

﹁
ク
レ
ジ
�
ト
カ
�
ド
現
金
化
﹂
の

ト
ラ
ブ
ル
に
ご
用
心

　わたしは学校でさまざまなことを学んでいますが、最近、自分
は何のために学んでいるのか考えてしまいます。両親はともに大

学を卒業し、仕事に就き、その仕事に誇りを持って生きているように
思えます。二人を尊敬する反面、自分はとても両親のようにはなれな
いと思い、悩んでいます。

　価値観が多様化した現代社会において、自分の生き方を見つけ
出すことは、本当に難しいことかもしれません。学校では学力を

つけるための勉強のほかに、社会をより良くするためや社会のさまざ
まな問題を解決するために必要な知識も学びます。今はそういった学
力や知識を蓄える時期だと思います。
　社会で自立して生きていくためには、学校で学んできた学力や知識
のほかに、社会に出てから得る経験知と、周りにいる人との助け合い
が必要です。自分の生きがいを見つけるためにも、
今は視野を広げ、さまざまなものに興味を持ち、
人の話しに耳を傾け、実際に行動してみることも
大切です。そのような日々の積み重ねが、自分に
合った仕事に出会う第一歩となるでしょう。
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つやま
新産業
創出機構

産
学民

官
津山地域の産業界を担う
人材を育てるつやま産業塾
津山地域の産業界を担う
人材を育てるつやま産業塾Vol.５Vol.５

問い合わせ先　健康増進課薊32-2069

▲つやま産業塾
　（経営能力開発講座）

つやま
   産業塾
つやま
   産業塾
つやま
   産業塾
ハ
〜
イ

ハ
〜
イ

ハ
〜
イ

ハ
〜
イ

津
山
の
将
来
を
担
う

　
　

産
業
人
に
な
り
た
い
人
は

　
　
　
　
　
　
　
　

手
を
挙
げ
て
！！

ま
な

ま　

ね
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表紙について

282011.2

　式典に参加した新成人に、二
十歳を迎えた思いや誓いを書い
てもらいました。今年、津山市
で新成人となった人は、男性
540人、女性543人の合計1,083
人。新成人の皆さん、おめ
でとうございます。

昭
和
12
年
～
終
戦
頃
の

　
　
　
　
　
　
　
　

軍
事
教
練

写
真
提
供
・
江
見
写
真
館

　

写
真
は
昭
和
12
年
～
終
戦
頃
と
思
わ
れ
る
軍
事
教
練
の
一
こ

ま
で
す
。

　

写
真
の
生
徒
は
津
山
商
業
学
校
（
現
津
山
商
業
高
等
学
校
）

の
生
徒
と
み
ら
れ
、
後
ろ
の
建
物
は
広
戸
郵
便
局
（
日
本
原
に

あ
る
現
勝
北
郵
便
局
）
と
思
わ
れ
ま
す
。
「
勝
北
町
誌
」
に
よ

る
と
、
広
戸
郵
便
局
の
局
舎
は
昭
和
12
年
９
月
に
改
築
さ
れ
て

い
る
た
め
、
そ
れ
以
降
の
写
真
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

軍
事
教
練
は
、
大
正
14
年
（
１
９
２
５
）
か
ら
当
時
の
軍
縮

に
伴
い
削
減
し
た
兵
力
を
補
う
た
め
に
中
等
学
校
以
上
に
将
校

を
配
属
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
満
州
事
変
や
日
中
戦
争
な
ど

世
の
中
の
戦
時
色
が
濃
く
な
る
に
つ
れ
て
、
教
練
の
内
容
も
強

化
さ
れ
終
戦
ま
で
続
き
ま
す
。

　

津
山
商
業
学
校
や
旧
制
津
山
中
学
校
（
現
津
山
高
等
学
校
）

は
、
校
内
で
の
訓
練
の
ほ
か
、
陸
軍
の
演
習
場
だ
っ
た
日
本
原

演
習
場
で
の
数
日
間
の
野
外
演
習
や
県
南
を
中
心
に
開
催
さ
れ

た
県
下
中
等
学
校
合
同
で
の
野
外
演
習
な
ど
に
も
参
加
し
た
そ

う
で
す
。

　

写
真
の
生
徒
た
ち
は
、
日
本
原
演
習
場
か
ら
の
帰
り
な
の
で

し
ょ
う
か
。
銃
を
持
っ
て
、
背
の
う
を
背
負
い
、
腰
に
は
弾
薬

ご
う
や
水
筒
を
付
け
て
の
行
軍
訓
練
は
大
変
厳
し
か
っ
た
の
か
、

随
分
と
疲
れ
た
様
子
で
郵
便
局
の
玄
関
先
で
大
胆
に
眠
り
込
ん

で
い
ま
す
。
そ
ん
な
写
真

を
撮
ら
れ
た
か
ら
か
、
疲

れ
て
座
り
込
み
な
が
ら
も

カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て
照
れ

く
さ
そ
う
に
笑
い
か
け
て

い
る
手
前
の
生
徒
の
笑
顔

が
印
象
的
で
す
。

地域で支える学校 地域で育てる子どもたち ～学校支援ボランティア～特集

２
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このコーナーに掲載す
る懐かしい津山の写真
を募集しています

問い合わせ先　
　〒708-0022津山市
山下92津山郷土博
物館薊22-4567

津山総合体育館
１月10日、津山市成人を祝う会

　

　うっすらと張った池の氷に重なる雪。その背景に端然と建つ風月軒
と清涼軒。青空をバックに白く染まっていく備中櫓。天守台から望む
市内も雪に覆われていき、キーンとした空気がまち全体を包むようで
す。雪の衆楽園と鶴山公園で静かな世界に出会いました。	 	（＆）

　思い出すな～ 20数年前。喜びと責任・義務の重責を感じた二十歳
のあの日。今の自分はあの頃あこがれた大人になれているだろうか？	
式典当日、快く撮影に応じてくれた新成人たちはみんなキラキラ輝い
ていました。本当にありがとう。そして、みんな、おめでとう。	（修）

　津山市版事業仕分けで広報つやまの発行は「要改善」と判定。「掲
載する内容を必要な情報だけにし、ページ数の削減を検討」などの意
見が出されました。しかし、市からのお知らせだけでなく、市民の皆
さんが登場するページも守りたい…。皆さんはどう考えますか。（和）


